
製品・技術の名称 

会社概要 
代表者名： 寺本忠行 
主要製品：段ボール、白ボールなど紙器製品 
資本金：1000万円 
設立年月日：昭和18年 

製品・技術の内容 

我が社の自慢 

企 業 名 令和元年度 第２回目和歌山県１社１元気技術登録 

別記第2号様式（第3関係） 提案書 

ココがすごい!! 

住所： 和歌山県橋本市高野口町名古曽1078 
ＴＥＬ：0736-42-2028 
ＦＡＸ：0736-42-0122 

ＵＲＬ：http://www.teramotoshiki.com/ 
 

寺本紙器株式会社 

LCC・Peachから地元関西の段ボール屋である我が社に声を
かけていただき、世界初となる大型の段ボール製の自動チェッ
クイン機を共同開発しました。 
インク割れの起こりやすいUV塗装の研究を重ねることで、一
見しただけでは段ボールに見えない出来栄えとなっています。 

昭和18年に創業し、紙箱製造からスタートし、現在では段ボー
ル製造がメインとなっていますが、2m×3mサイズに対応できる
大型の設備と、我が社の加工技術を駆使することで、大型製
品、新規製品の試作品、小ロット品の受注も増えてきています。 
お客様に喜んでいただくことをモットーに、お客様の多様な要
望に応えるべく、立て看板や什器など、様々な形状の製品づく
りに日々取り組んでいますので、ぜひお気軽にご相談ください。 

LCC・Peachと共同開発した 
段ボール製自動チェックイン機 

Peachと屋根裏設計社が共同で手がけた大型自動チェックイン
機のデザインを、我が社が大型のデジタルプリンター、大型の
カッティングマシーンを駆使して開発しました。 
また折り曲げにより、インク割れの起こりやすいUV塗装に研究
を重ねることで、コーナー部分のインク割れを解消し、一見した
だけでは段ボールに見えないレベルで製品化することができ、
実際に使用したお客様からは「段ボールだと気づかなかった」
との嬉しい声もいただいています。 
従来の木製の自動チェックイン機に比べてコストを抑えられる
強みから、地域に合わせた絵柄や広告塔としても、短期間で
の着せ替えが可能となっており、リリース後も社内では、製作
のしやすさと組み立てやすさを追求し、改善を繰り返していま
す。 


